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◎
水
産
業
、
水
産
加
工
業

○問　
花
田
委
員　

種
苗
生
産
施
設
の

統
合
は
、
今
あ
る
３
つ
の
施
設
を
統

合
す
る
と
い
う
こ
と
か
？
規
模
と
設

置
場
所
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
伺
う
。

□答　
ア
ワ
ビ
セ
ン
タ
ー
と
昆
布
の
種

苗
生
産
施
設
、
ウ
ニ
セ
ン
タ
ー
の
３

つ
を
統
合
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
生

産
規
模
は
、
現
在
と
同
規
模
（
ア
ワ

ビ
４
万
個
、
昆
布
種
苗
糸
３
万
３
千

ｍ
、
ウ
ニ
放
流
種
苗
２
０
０
万
個
）

を
想
定
し
て
お
り
、
建
設
箇
所
は
現

在
の
ア
ワ
ビ
セ
ン
タ
ー
敷
地
を
考
え

て
い
る
。
詳
細
は
今
年
度
の
基
本
構

想
策
定
に
よ
り
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

○問　
木
村
委
員　

昆
布
藻
場
の
造
成

と
ウ
ニ
の
漁
獲
増
を
目
的
と
し
た
水

産
基
盤
整
備
事
業
の
計
画
額
と
藻
場

回
復
の
手
法
に
つ
い
て
伺
う
。 

□答　
令
和
２
年
度
は
白
符
地
区
に
設

置
す
る
。
区
域
内
に
30
ｍ
四
方
の
囲

い
ブ
ロ
ッ
ク
を
置
き
、
石
を
入
れ
、

藻
場
造
成
を
図
る
。
ダ
イ
バ
ー
を

使
っ
て
種
苗
を
植
え
付
け
る
手
法
で

は
な
く
、
自
然
に
入
っ
て
く
る
昆
布

種
苗
の
定
着
を
期
待
す
る
。
北
海
道

が
事
業
主
体
で
、
令
和
２
年
度
９
千

万
円
の
事
業
費
の
う
ち
、
町
は
１
割

（
９
百
万
円
）の
分
担
金
を
拠
出
す
る
。

◎
農
　
業

○問　
小
鹿
委
員　

熊
等
に
よ
る
被
害

対
策
で
、
ハ
ン
タ
ー
人
数
の
不
足
や

高
齢
化
等
に
よ
る
将
来
体
制
の
不
安

を
聞
く
。
町
発
信
で
の
ハ
ン
タ
ー
募

集
の
可
否
、
将
来
的
な
有
害
鳥
獣
の

増
加
と
ハ
ン
タ
ー
不
足
に
対
す
る
考

え
方
を
伺
う
。

□答　
ハ
ン
タ
ー
は
激
務
で
あ
り
、
ハ

ン
タ
ー
の
収
入
だ
け
で
生
計
は
難
し

い
。
専
門
的
な
分
野
で
あ
り
、
町
で

募
集
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
農
業
被
害
や
町
内
会
要
望

で
も
心
配
す
る
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

希
望
者
が
い
れ
ば
積
極
的
な
声
掛
け

を
行
い
、
資
格
取
得
を
し
て
い
た
だ

き
、
町
の
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
委
嘱
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

◎
林
　
業

○問　
藤
山
委
員　

森
林
公
園
の
冬
期

間
の
管
理
体
制
を
伺
う
。

□答　
冬
期
間
に
つ
い
て
は
、
下
の
駐

車
場
ま
で
は
除
雪
車
が
入
れ
る
が
、

そ
こ
か
ら
先
の
道
路
に
は
除
雪
車
が

入
っ
て
い
け
ず
特
に
管
理
は
し
て
い

な
い
。

令 和 ２ 年 度 7会計予算を含む15件の議案を可決。

一般会計予算37億347万８千円

※質疑・応答は、抜粋・要約しています。
　掲載の順番は、第５次総合計画のまちづくり項目の順番です。

産
業
の
再
生
に
よ
る
雇
用

の
創
出
・
次
世
代
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
等
の
育
成

力を合わせ、新たな時代を築き、

� 次代につなぐ福島の実現に向けて!! 予
算
審
査
特
別
委
員
会

現在の種苗施設

くくりわなの設置状況
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◎
観
光
、
交
流

○問　
平
沼
委
員　

第
２
青
函
ト
ン
ネ

ル
構
想
を
実
現
す
る
会
へ
の
補
助
金

に
つ
い
て
は
総
務
費
へ
計
上
し
て
い
る

が
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
記
念
館
と
の
関

連
や
運
動
の
方
向
性
、
ト
ン
ネ
ル
記

念
館
へ
の
展
示
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

□答　
予
算
は
総
務
費
の
補
助
金
に
な

る
が
、
令
和
元
年
度
予
算
で
、
役
場

に
懸
垂
幕
を
掲
げ
、
ト
ン
ネ
ル
記
念

館
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
の
ぼ
り
50

枚
を
用
意
し
た
。
令
和
２
年
度
予
算

で
は
看
板
の
作
成
・
設
置
を
見
込
み
、

要
望
活
動
は
、
北
海
道
等
と
の
同
調

が
必
要
で
、ま
だ
機
が
熟
し
て
い
な
い
。

　

ト
ン
ネ
ル
記
念
館
の
展
示
は
、
ガ

ラ
ッ
と
衣
替
え
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
第
２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
な

ど
を
示
し
て
い
く
な
ど
実
現
す
る
会

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
や

れ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

○問　
杉
村
委
員　

岩
部
の
ト
イ
レ
解

体
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
岩
部

ク
ル
ー
ズ
船
の
本
格
的
運
航
に
は
乗

り
場
付
近
に
ト
イ
レ
の
設
置
が
必
要

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
？

□答　
岩
部
の
ト
イ
レ
は
、
昭
和
51
年

建
設
で
、
老
朽
化
に
よ
り
閉
鎖
し
て

い
た
。
少
し
離
れ
て
い
る
が
岩
部
交

流
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
岩
部
地
域
活
性
化
基
本
計

画
を
策
定
予
定
で
あ
り
、
相
対
的
な

議
論
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

◎
地
域
福
祉

○問　
木
村
委
員　

社
会
福
祉
協
議
会

補
助
金
を
、
６
８
０
万
円
増
額
計
上

し
て
い
る
。
全
国
の
状
況
を
調
べ
る

と
、
非
営
利
の
役
割
の
一
面
も
あ
り
、

町
で
赤
字
補
填
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

多
く
、
意
識
・
組
織
改
革
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
？

□答　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
行
政
を

補
完
し
て
地
域
福
祉
を
担
う
役
割

と
、
介
護
保
険
事
業
所
の
二
面
性
を

持
っ
て
い
る
。
今
回
の
補
助
金
増
は
、

行
政
を
補
完
す
る
役
割
に
つ
い
て
支

援
を
す
る
も
の
で
、
ほ
か
に
認
知
症

カ
フ
ェ
な
ど
町
が
予
算
化
で
き
る
対

応
も
あ
る
。
今
回
の
提
案
前
に
役
員

の
皆
さ
ん
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
協
議
会
が
自
助
努
力
を
し
て
い

く
こ
と
も
確
認
し
た
。

◎
土
地
利
用

○問　
杉
村
委
員　

町
有
財
産
管
理
費

で
、
用
地
購
入
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
購
入
箇
所
・
目
的
を
伺
う
。

□答　
場
所
は
、
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
（
解

体
済
み
）
向
か
い
車
庫
裏
の
民
有
地
。

将
来
的
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
庫
等
の

一
体
的
整
備
を
す
る
た
め
に
購
入
す
る
。

◎
自
然
保
護

○問　
佐
藤
委
員　

公
害
対
策
費
で
河

川
等
の
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
る

が
、そ
の
内
容
と
検
査
結
果
の
通
知
・

指
導
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

□答　
水
産
加
工
場
周
辺
の
10
カ
所
を

年
１
回
、
観
音
橋
川
と
緑
川
を
年
２

回
水
質
検
査
し
て
い
る
。
検
査
結
果

に
つ
い
て
は
、基
準
内
の
数
値
と
な
っ

て
お
り
、
加
工
場
等
に
は
報
告
し
て

い
な
い
。
今
後
、
関
係
課
同
士
が
連

携
を
図
り
通
知
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
取
り
た
い
。

◎
道 
路 

網

○問　
平
沼
委
員　

令
和
元
年
度
は
降

雪
量
が
極
端
に
少
な
か
っ
た
が
、
業

者
は
諸
経
費
を
か
け
て
準
備
を
し
て

き
て
い
る
と
思
う
が
、
現
時
点
で
の

取
り
決
め
や
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

□答　
業
者
は
重
機
の
維
持
費
、
人
件

費
等
の
備
え
を
し
て
、
除
雪
の
体
制

を
組
む
の
で
、
降
雪
量
が
少
な
け
れ

ば
体
制
維
持
が
で
き
な
く
な
る
。
建

設
協
会
・
建
設
業
協
会
か
ら
最
低
保

証
等
に
関
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。
現
在
、
最
低
保
証
の
基
準

は
あ
る
が
、
近
隣
３
町
と
比
べ
福
島

町
が
一
番
安
い
。

　

除
雪
対
策
事
業
と
し
て
、
２
月
会

議
で
補
正
予
算
を
組
ん
だ
臨
時
的
対

応
も
あ
っ
た
が
、
令
和
２
年
度
に
最

低
保
証
を
見
直
す
予
定
で
す
。

◎
幼
児
教
育
、
学
校
教
育

○問　
平
沼
委
員　

小
中
学
生
の
ス
マ

ホ
所
有
率
等
の
デ
ー
タ
把
握
と
利
用

町
民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し

豊
か
な
環
境
と
若
者
等
の
定
住

対
策
・
子
育
て
環
境
の
充
実

学
び
合
い
、

�

た
く
ま
し
い
人
を
育
て
る

除 雪 状 況
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時
間
に
対
す
る
指
導
の
考
え
方
を
伺

う
。□答　

平
成
30
年
度
に
家
庭
で
ス
マ
ホ

ゲ
ー
ム
の
時
間
を
決
め
る
メ
デ
ィ
ア

宣
言
を
し
て
い
る
。
生
活
指
導
協
議

会
が
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と
め
、
示
さ

れ
た
が
、
２
時
間
以
上
が
半
分
以
上

で
あ
り
、
取
り
組
み
強
化
を
考
え
て

い
る
。

　

ス
マ
ホ
で
情
報
を
仕
入
れ
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
る
が
、
利
用
ル
ー
ル

は
家
庭
の
中
で
決
め
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
。

◎
ス
ポ
ー
ツ

○問　
川
村
委
員　

小
中
学
校
の
町
民

プ
ー
ル
授
業
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、

大
人
や
授
業
以
外
の
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
呼
ん

で
定
期
的
に
基
礎
か
ら
教
え
て
は
ど

う
か
？

□答　
町
民
プ
ー
ル
は
、
い
ろ
い
ろ
活

用
さ
れ
、
夏
休
み
期
間
に
、
函
館
の

講
師
を
招
き
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
大

人
向
け
に
は
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
を

実
施
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

◎
芸
術
文
化
、
文
化
財

○問　
藤
山
委
員　

伝
統
芸
能
の
後
継

者
不
足
が
問
題
だ
が
、
小
中
学
生
に

イ
ベ
ン
ト
等
で
披
露
さ
せ
る
よ
う
な

効
果
的
な
取
り
組
み
は
、い
か
が
か
？

□答　
例
大
祭
の
四
ヶ
散
米
舞
、
松
前

神
楽
の
八
乙
女
舞
に
は
小
中
高
生
が

参
加
し
て
い
る
が
、
学
校
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

小
樽
松
前
神
楽
保
存
会
で
は
子
供

た
ち
に
神
楽
体
験
を
さ
せ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
、
学
校
と
も
協
議
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

◎
広
報
公
聴

○問　
溝
部
議
長　

平
成
９
年
以
来
の

町
勢
要
覧
を
期
待
し
て
い
る
。
夢
を

託
し
て
挑
戦
す
る
「
第
２
青
函
ト
ン

ネ
ル
構
想
」
案
の
比
較
紹
介
な
ど
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

□答　
久
々
の
町
勢
要
覧
作
成
と
な
る

が
、
町
の
姿
を
表
わ
す
冊
子
で
あ
り
、

今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ

と
も
一
つ
の
要
素
で
、
貴
重
な
意
見

と
考
え
て
い
る
。
担
当
で
編
集
し
て

い
く
が
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

「
誰
で
も
見
て
す
ぐ
わ
か
る
」「
手
に

と
っ
て
し
っ
か
り
判
断
で
き
る
」
も

の
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

◎
行
政
運
営

○問　
木
村
委
員　

平
成
30
年
度
に
社

会
人
枠
で
２
人
採
用
し
た
が
、
令
和

２
年
度
は
募
集
し
て
い
な
い
。
以
前

「
社
会
人
枠
を
続
け
て
は
ど
う
か
」

と
の
委
員
会
意
見
の
経
緯
も
あ
る
。

社
会
人
の
応
募
が
な
い
な
ら
ば
、
募

集
期
間
を
半
年
に
す
る
、
早
目
に
募

集
す
る
手
法
が
あ
る
が
考
え
を
伺
う
。

□答　
職
員
は
、
高
卒
・
大
卒
採
用
が

基
本
だ
。
年
齢
構
成
を
考
慮
し
、
社

会
人
枠
の
採
用
で
補
完
対
応
し
て
い

く
考
え
だ
。

　

若
く
退
職
さ
れ
る
方
も
お
り
、
新

卒
者
対
応
で
は
難
し
い
部
分
が
あ

り
、
社
会
人
枠
を
急
遽
募
集
す
る
手

法
を
と
る
。
社
会
人
枠
は
経
験
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
が
、

全
体
の
職
員
数
・
採
用
枠
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
条
件
で
、
多
少
濃
淡
は
出
る
。

◎
財
政
運
営

○問　
佐
藤
委
員　

令
和
２
年
度
、
滞

納
整
理
機
構
に
移
管
す
る
件
数
・
金

額
は
？
令
和
元
年
度
の
結
果
は
？

□答　
令
和
２
年
度
は
、
６
件
で
４
８

６
万
７
７
７
円
。
令
和
元
年
度
結
果

は
、
移
管
額
４
５
０
万
９
，６
５
８

円
に
対
し
、
徴
収
額
が
２
８
０
万
８
，

０
９
０
円
で
、
徴
収
率
は
62
・
27
％

と
で
あ
る
。

○問　
平
沼
委
員　

ふ
る
さ
と
応
援
基

金
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
活
用
し
、
令
和
２
年
度
は

64
％
を
管
理
運
営
費
で
使
う
内
容
だ

が
、
費
用
対
効
果
が
問
わ
れ
る
。
返

礼
品
の
調
達
の
確
保
、
見
込
み
に
つ

い
て
伺
う
。

□答　
令
和
２
年
度
の
歳
入
予
算
も
令

和
元
年
度
同
様
１
千
万
円
に
設
定
し

た
。

　

ア
ワ
ビ
も
返
礼
品
に
入
れ
目
標
額

を
ク
リ
ア
し
た
い
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
・

�
行
財
政
運
営
の
充
実

過去に行われた子どもの白符荒馬踊り


